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要約；現代青年の陀意識と身体観、自己受容に注目して質問紙調査を行った。対象は高校生および大学生男女で、調査場所は都

内および他4県の高校8か所、大学7か所であった。調査票配布総数は1，842件、有効回答1，558件（男性620名・女性938

名）を分析対象とした。

　r愛情」一「性交」一「結婚」一r人生の充実」一「子どもを持つこと」についての意識において、それぞれに乖離が認められた。

このことは、今日においては、男女交際の醤劫将来の結婚に結びbかなくなっているという印象を与える。

性的被害の状況から「見知らぬ人から」とr身近な人から〕の被害の多いことが判明したあ

女1生は自分の性をよかったと受容している割合が、男性に比べ低かった。社会的に差別されているので、女性という性がいや

だと思う場合が多く、女性が性的同一性を獲得するには社会的要因による葛藤があることが示唆された。

自分の性を受容しにくい人たちは、結婚あるいは子育てなどに関して否定的あるいは消極的な人生態度をもっていた。性的同

刊生の受容の問題は、どの様なライフスタイルをもち、どの様に生きていくかということに関与していた。

キーワード：青年期、性行動、性的同一1生、ライスタイル
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1　研究の目的 1胚　結果　および　考察

　我々は、わが国の少子化について研究を準めてきた。

非婚・晩婚傾向はその要因の代表的なものであるが・

その背景として、性と結婚の乖離が存在すると考えら
れた。そこで1997年度にわが国の代表的な性行動調
査を概観し、文献1〉に要約した。その結果、多く調

査では狭義の性行動の発達に中心があり、性の意識面
については取りあげ方が不十分であると感じられた。

そこで現代青年の性恵識と身体観、自己受容に注目し

て調査を行った。なお、日本性教育協会の全国的な性

行動調査が1999年に予定されているので、調査項目
の重複は最低限にとどめた。

1調査内容

ll　調査の方法と対象

r青年の性と生活に関する調査」と題し、以下の内容

で調査を行った。

1）対象の属性
2）おしゃれ・ファッションについて
3）友人について

4）異性とのつきあいや性について、不快な経験

5）性交や援助交際について
6）自分の身体・性別について

7〉子ども観・結婚観について

2調査方法

　高校生および大学生を対象に質問紙による集団調査
法（一部、郵送による個別回収）を行った。調査場所

・・ 、、都内8か所の都立高校と3か所の大学、部よびそ

の他の地域で4か所（山形県・右川県・宮城県・愛知

県〉の大学であった。計15か所で、うち14か所は共
学校・1か所が女子校であった。調査票配布総数は
1，842名であった。

3　調査期間

1999年1月～1999年2月に行った。

4　回収率および有効回答

　回収したアンケートはユ，596件であった。性別不明

の38件を除き、男性620名・女性938名の1，558件
を有効回答とした（有効回答率　84．6％）。

　有効回答について、性別集計を中心に分析を進めた。

以下「有意差がある」またはr差がある」とした場合
の危険率は1％未満である。

1対象の属性

　回答者の内訳は大学生が男性182人（11．7％）・女
性491人（31．5％＞、高校生が男性438人（28．1％）・

女性447人（2＄．7％）であった。

　平均年齢は男性18．2歳・女性18．6歳で、年齢別内

訳は表1の通りであった。18歳未満の合計は男性
69．6％・女性．47．4％で、その他が18歳以上であった。

　同居関係では「一人暮らし」は高校生は男性3名、
女性1名で高校生全体の0．5％とわずかであづた。大

学生では男性の44．0％・女性42．6％が一人暮らしであ

った。夫またに妻・恋人またはパートナーとの同居は

高棟生男性5名・女性3名で高校生全体の0。9％、大
学生では男性4名・女性19名で大学生全体の3．4％で
あった。

　以下、大学生の男性群をr大学男性」と表し、同様
に各群を「大学女性」「高校男性」「高校女性」と表す。

2　おしゃれ・ファッションについて

（1）おしゃれの体験と興味

　r次のようなおしゃれ体験をしていますか」の設問
はr化粧」やrピアス」などから、r美容整形」にい
．たるまで、自分の身体に手を加えて変えようとするこ
とにεれくらい興味がある砂か～、また実践しているか

を尋ね、若者の身体感覚の一端を知ろうとした（表2）。

興味がある割合をみるため、rしているコとrいずれ
してみたい」の合計の傾向をみると以　の通りである。

女性が男性より、圧倒的に割合が高い項目はrL化粧
をする」男性10．5％・女性95．6％、r4．腕や脚の脱毛

をする」男性16．0％・女性92．1％、「11．エステに通

う」男性9．8％・女性65．1％であった。女性が男性よ
りやや高い項目は10「美容整形」男性4．0％・女性
10．1％であった。

男性の興味の割合が、』女性のそれに近付きつつあると

悪われる項目は・「3・眉の手入れをする」男性453％・
女性96．5％、r5．髪を染める」男性59．2％・女性、81．3％、

　「6乙ピアスを耳にする」男性28．9％・女性67．8％、r8．

スタイルをよくするためにダイエットをする」男性
．25．7％・女性79．1％」9．スタイルをよくするために

フィットネス（運動〉をする」男性449％・女性84．6％

であった。

男性が女性よりやや高い項目は、r？．入れ墨を入れる」，

男性10，2％・女性6．1％、r12．日焼けサロンで肌を焼

くj男性10．4％・女性53％、・r13．自分のヌード写真
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を撮る」男性7．4％・女性5．3％であった。

性別による差がなかった項目はr2．ビジュアル系のメ
イクアップをする」男性11．3％・女性11．3％であっ
た。

　このように、おしゃれ体験にういては全体に女性が

rしている」rいずれしてみたい」の合計割合が高い
が、r3．眉め手入れをする」r5．髪を染める」r9．スタイ

ルをよくするためにフィットネス（運動）をする」で

は半数近く．の男性が「している」または「いずれして

みたい」ど興味をもっており、女性の行動嗜好に近づ
きつつある部分と思われた。

なお大学生・高校生別にみると、大学生の方が「し

ている」割合が高い項目が多くなっていたが、男女差

の傾向はほぼ同じであつた。

（2）流行の取り入れについて

　rあなたの着ている洋服はどのように選びますか」．
の設問では、男女間でやや異なった傾向がみられ、男

性の，1位は「4．流行に関係なく、自分に似合うものを
選ぶゴに5◎．8％と集中しており、2位はr2．適当に流

行を取り入れる」28．5％であった。一方、女性の1位
はr21適当に流行を取り入れる」50．2％であったが、’r4．．

流行に関係なく、自分に似合うものを選ぶ」の45．3％

と拮抗していた（表3）。

　大学生・高校生別にみると・男性1位ではr4・流行
に関係なく、・自分に似合う・ものを選ぶ」が大学生

63。2％－・高校生，58．4％と同傾向を示すが、女性では高

校生は1，位がr2，適当に流行を取り入れるユ53．9％、

大学生4）1位はT4．流行に関係なぐ、自分に似合うも
のを選ぶ」49．7％で昂った。

　全体では女性は男性より流行を気にする人がやや多
く、高校男性・高種女性・大学男性・，大学女性の4群

・中では、高校女性が最も流行を取り入れる傾向が認め

られた。

3　友人・異性について

（1）信頼し何かと相談できる友人の有無

　「信頼・し何かと相談できる友人がいますか」の問い
に対して、大半の男女がrいる」と答えていたが、rい

ない」との回答は女性6．1％に対し、男性18．5％と男
性が多かった（表4）。大学生・高校生別にみると、r友

人がいない」との回答は高校の男性が最も割合が高く

22．1％であった。次いで、大学男性9．9％、高校女性

9．6％、大学女性2．9％であった。この順位の傾向は他
の調査結果とも共通していた2〉。

　異性の友人がいると答えた割合は男性は全体の
39．2％、女性は全体の44．2％であった。友人がいると

答えた人の中では男性48．6％・女性48．1％と差がな
かった。

　大学生・’高校生別にみると、「異性の友人がいる」

と答えた割合は、高校生は男性34．0％・女性34．0％

と、同率であり、大学生では男性51．6％・女性55．0％

とrいる」割合は多くなっており、半数を超えていた。

（2）異性の友人が欲しいかどうかについて

　r異性の友人が欲しいですか」の設問では、f欲し
い」は男性85．3％・女性92．8％、、』r欲しくない」は男

性12．9％・女性5．8％と、女性が男性より「異性の友
人が欲しい」とする割合が多かった（表5）。さらに
r欲しくない」珪由をみるとr今つきあっているので

これ以上欲しくない」が男性3．9％・・女性2i8％が含ま

れており、これを除くとr欲しくない」は男性9．0％・

女性3．0％、となり、女性は特に否定する割合が少なか
った。

　異性の友人が欲しくない理由は「今つきあっている
のでこれ以上欲しくない」を除いたr欲しくないと答

えた人」男性56人・女性28人中で割合を見ると、「わ
ずらわしい」がトップで男性48・2％・．女性75．0％で

ある6男性はr経済的臼・精神的負担」が．30．4％と女性

の14、3％より理由として多くあげている。

　大学生・，高校生別にみると、欲しくないは男性が多
く、その理由は・rわず1らわしい」がトップであるなど

両者同じ傾向であったが、r経済的・精神的負担」を
あげた．17人中13人は高校男性であった。

　（3）理想の異性について

　　「理想の異性としてはどのような事を重視します
か」では「恋人・友人としてつきあいたい人」とr将

来結婚したい人」の2通りたずね準。18項自にっい
てr重視する」1やや重視する」・r重視しない」の3選

択しから、1つずづ選んでもらった。

①恋人・友人としてっきあいたい理想の異性について

　　「恋人・衣人と’してつきあいたい翠想の異性」・とし

て「重視する1事は・表64に示すように、．1～3位
は男女ζも「17一緒にいて楽レく」男性84．7％・女
性94．1％、r5．や・さしい・〈おだやか）」男性740％・

女性－80．7％、r9率直に話し合える∫男性73．1％・女

性80．0％であったρFこれらの項目はrやや重視する」

を含むと更に割合が増え（表6－2）、95％以上100％
近くの人がこれらを重視するまたはやや重視するとし

ていた。次いで多かった項目は、男女ともr13．相性
がよい」男性69．2％・女性79．4％、r12．フィーリン
グが合う」男性64．5％・女性75．6％で、これらもrや
や重視する」を含むと割合が90％以上となっていた。

続いて、「1．相談にのってくれる」r15．寂しさをいやし

てくれる」杜6．励ましたり、自分成長させてくれる」

が男女とも多くが重視している。お互いの関係性を重
P視し準項目が上位に並んだ。これらの特徴をまとめる

と。第1に［楽に付き合えること1、第2は［自分に
合うこ，と］、第3は［精神的な支え］を異性に求めて
いると言えよう。
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　全体の傾向としては、各項目r重視する」を選択し
た割合は女性の方がやや高く、男性はr重視しない」

・割合が全項目で高レ）。女性の方が、つき合う相手牽選

択する．際に条件が多いということであろうρ一方、男

性の特徴を上げると、女性より高い項目は・r3．ルック

スがいい1男性、33．1％・女性20．6％、「18．セヅク’ス
の’ 性がよい」’男性30．2％・女性20．4％であった。

ルックスヘのこだわりは男性にやや多くみられた。

　r重視しない」が多かった項目は、男女とも1位は
rお金をもっている」男性65・3％・女性50・0％・2

位はr頼めばなんでもやってくれる」男性・49．0％・女
性38．0％、3位は男性が「能力・才能がある」37．1％、

女性では「セックスの相性がよい」34．4％であった』（表

7〉。

　r恋人・友人としてつき合φたい理想の異性∫は男

女ともに，「一緒にいて楽しぐ、・率直に話し合える、や

さしい」人である。’フィーリングが合い、対等でリラ

ックスしたコミュニケーションできる．関係が望まれて
いる，といえよう。また、相手に対して、お金をもうて

いることや、なにかをやってくれるというた物理的な
依存関係より、Ir相談にのってくれる．－寂しさをいや

してくれる、励ましたり、自分成長さサてくれる」と

いった精神的な支えを乖めていた。これらの項目は全
て、女性の重視する割合が男性より・が高かった。

②将来、結婚したい理想の異性にっいで

　r将来結婚したい理想の異性」の1・2位はr今つ
きあいたい理想の異性」と同じく、男女ともr17一緒
にいて楽しく」男性83．1％・女性93．3％、丁9率直に

話し合える」．男性・8216箔・女性93・1％であるが・女

性は3位r1相談にのってくれる」が91．7％と1・2・
位と重んで割合が高い（男性732％）。’男性の，3位1ま

r優しい（おだやか）」76．9％（女性．87．1％で4位）

であった。以下、r13．相性がよい」・r12．フィーリング

が合う」など、1々6，位は順序は異なるがr今つきあ

いたい人」と同じ項目が並んだ（表6－1）。

全体ではr今つきあいたい理想の異性」と同じく、．r重

視する」の選択率は女性の方が男性より高い項目が多

く、男性が女性より高い項目は同じく「3．ルックスが

いいjであったが、男性24．8％・女性14．3％と男女

いすれも「今っきあいたい人」より割合が下がってい
た。r18．セックスの相性がよい」は男性38．5％・女性

35．0％とr今つきあいたい人」より割合が高く、男女
の差がなくなっていた。

　r重視しない」項目では、男女差がみられた。男性は
1位r4．お金をもづている」50．2％、2位「自分に引

け目を感じさせない」33．2％、3位r2．頼めばなんで

もやっ、てくれる」3L1％に対し、女性は’1位「3．ルッ

グスがいい」26．5％、・2位r8．自分に引け目を感じさ

せない」、22．2％、3位r頼めばなんでもやってくれる」

19．8％であった。r今つきあいたい人」で男女とも「重

視しない」が最も多かったrお金をもっている」はr重

視しない」が男性50．2％・女性9．2％と女性の40％程

度がr重視する」とrやや重視する」（計89．9％）にシ

フトしていた（表7）。女性にとって結婚と経済がいか

に関わりをもっているか、如実に物語っているといえ
る。

女性の特徴として、相手が「7自立している」ことを
82．9％が求めている（男性は37．？％である）。女性の

r6今つきあいたい人」33．8％に比べても大きく増え

ている。「能力・才能がある」も増えており、r18セッ
クスの相性がよヤ｝」は丁今つきあいたい人」では、「重

視しない」男性．29．2％・女性34．4％であったが、「将

来結婚したい人」では男性21．3％・女性18．9％に減

って、r重視する」「やや重視する」が男性74．O％・女

性77．4％と多くなっていた。

　r将来、結婚したい理想の異性」は男女ともr一緒
にいて楽しく、率直に話し合える」であり、結婚相手

のイメージは、今つき合いたい恋人像の延長線上にあ
った。そして、男女ともにr今つき合いたい理想の異

性」より、重視するとした項目に増えていた。そめ内

容はルックスやセンスなど9表面的な事が減り、精神

的な結び付きが更に重視され、求められていた。女性
はそれに加えて、・経済力（お金を持っている）・・才能・

自立など実質的な価値も重視する傾向が認められた。

女性が男性に経済力・才能・自立を求め、一方、男性

が女性にこれらをあまり求めていない。これは、女性
が男性に頼って生きざるを得ない現在の社会の状況を、

若い世代が感じ，とっていることの表れと言えるのでは

ないだろうかq
　わが国の晩婚化の理由のひとつは．r適当な相手が
見っからない」．ことである。対象の青年はr一緒にい

て楽しく、率直に話し合える」結婚相手を見つける事

ができるであろうか。．r率直に話し合える」ごとため
には、夫婦が対等な関係でなければならないが、一その

ためには何が必要であるのか、互いにrやさレさjを
求めるだけではなく、青年らが自らの』（固定的）価値

観を問うていくことも必要ではないだろうか。

4異性とのつき合いや性について

（1）異性とのつき合い

　r異性とのつき合い」として、性的関心や行動を尋

ねた。日本性教育協会r青少年の性行動全国調査」3）

と対照できるよう、同じ項目内容を設問し、大学生・
高校生別に示した（表8）。高校生と大学生別の集計で

は、・当然大学生の経験率が高くなっていた。大学生・

高棟生別に見た男女の特徴は以下の通りである。

高校生と大学生ともに男性の「経験あり」の割合が、

女性より高い項目はr13．性的な関心から異性のから
だに、さわったζとがありますか」「14。性的な意味あ
いでキスしたいど思づたことがありますか」r18．自慰

の経験がありますか」であった。
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高校生と大学生ともに男女差のなかった項目は、r10．

異性に近づいて親しくなりたいと思ったことがありま
すか」「11，デートをしたことがありますか」「15．性的

な意味あいでキスの経験がありますか」r19．同棲の経

験がありますか」であった。
r12』性的なことに関心を持つたことがありますか」

は高校生では女性の割合が男性より低いが、，，大学生で

は男女差がなく大半の男女が関心をもつようになって
いた。

r意味が分からない」が多かったのはrペッティング」
で、現在の青年にはあまり使われない言葉となづてい

ると考えられた。

（財）日本性教育協余実雄した第4回r青少年の性行

動全国調査」（1993年〉2〉と比較すると、本調査対

象が高校生・大学生いずれの項目においても経験率は
高くなっていた。

　（2），不快な経験（惟的被害）について

　不快な経験と，レてヨ6項目の性的被害④状況を尋ね

たく表9）6すべての項目で1女性の経験率が高かっ
た。経験あり・と答えた割合は以下の通りである。

　r1．身体をじろじろ見ちれた」男性．25．8％・女性
57．9％’ r2．言葉などで性的なからかいを受けた」一男

性26．3％・女性43．3％、r2、電車の中などで体を触ら

れた！男性12。7％・・女性57．6％、．r4．性的な誘いを受

けた」男性16．0％・女性40．5％、r5．性的な行為を要
求された」男性・11．1％・女性27．5％、r6．性的な暴行

を受けた」男性2・1驚・女性3．7％。

　不快な経験や被害を誰から受けたかについては、男
女ともr見知らぬ人」，かちが多い。特に女性の場合r3．

電車の中などで体を触られた」57．7％、r1．身体をじ

ろじろ見られた」47・9％・「4・性的な誘いをー受けた」

20．9箔の順で多い。男性の場合でもr1．身体をじろじ

ろ見られた」18．7％、r3』電車の中などで体を触られ
た］11．1％となっており．｛男性にとっても決して稀な

経験ではなかった。

　r5．性的な行為を要求された」ではr身近な人から」

が、女性で最も多く10．1％であった。r2．言葉などで

性的なからかいを受けた」ではr友人から」が男女差
、がなく、男性19．7％・女性17．O％認められた。

　以上のように、性的な被害は比較的軽いものはr見

知らぬ人」からが多く、その頻度は女性において特筆

すべき高率で起こっていた。また、重い被害について

はr身近な人から」が最も多く、どちらも青年への影

響を考慮すれば深刻な問題である。見知らぬ異性や
・身近な異性から受ける性的な不快な経験が、青年の現

在および将来にどのような影響を及球しているか明ら

、かにすることで、その被害の重大性が浮かび上がるで
あろう。

　また以下の性交経験の有無別の集計結果からは、被
害の潜在性が推察できよう。

　1性交経験の有無別に、性的被害の状況をみると、男
女ともに「性交経験あり」の群がr性交経験なし」の
群に比べ、重い被害を受けた割合が高くなっていた。

＜女性＞

　「4．身近な人から、性的な誘いを受けた」

性交経験あり群13、6％・、なし群4．2％

　「5．身近な人から、性的な行為を要求された」

性交経験あり群16．7％・なし群6．0％

r6。身近な人から、暴行を受け左」

　　　　　　　性交経験昂り群2．8％・なし群0．7％
く男性＞

　「4』身近な人から、，性的な誘いを受けた

性交経験あり群11．6％・なし群1．4％、

r5．身近な人から、性的な行為を要求された」

　　　　　　性交経験あり群10．6％・なし群0．5％、
　「6．身近な人から、暴行を受けた」

　　　　　　　性交経験あり群1・9％・なし群Q．0％

　本調査では性交経験にういて、それが合意の上の経
鹸であったか、性的禄害としての経験であるかまでは
ぎいてやないが、性交経験昂めとめ回答の中に一部性

的被害としての経験が含まれている可能性は杏定でき

なセ、で昂ろう，また、性交経駿あり群の性的被害の経

験率の高さは、性生活を開始した青年が身近な人（す

なわち恋人など）からの性的被害を受けている可能性
があることも示唆している。

　以上、不快な経験（性的被害）の状況からr見知ら

ぬ人から」と「身近森人から」の被害の多さが判明し、

その潜在性についても言及した。ネ快な経験や性的被

害から青年を守る手だてを早急に講じることが肝要で
あるる

（3）性交についてどのように思っているか

　rあなたは性交（セツク，ス）についてどの様に思っ
てφますか」に対してrそう思う」と答えた割合を表

10に示した。

　r1．性，交はすぱらしいことだと思う」で男性
、55．8％・・女性344％がrそう思う」と答えており、男

性のrそう思う」と答えていた割合が高かった。しか

し、この項目は女性、のrわからない」と答えた割合が
49．5％と多く、rそうは思わない」では12．4％・15．1％

で差がなかった。この項目は性交経験との関連があり、

男女ともにく性交経験ありの群＞の肯定率は高くなっ
ていた。

F「1．性交はすばらしいことだと思う」

＜女性＞性交経験あり群57．2％・なし群21．2％

＜男性＞性交経験あり群741％・，なし群47．ε％

　性を否定的に捉えた4項目では賂．性交はしたぐな

い」男性3．5％・女性5．8％、「7．性交することは怖い」

男性11．8％・女性30．0％、一r8．性交に自信がない」男
性17．7％・女性2ブニ4％1・「9．妊娠が怖い」男性％44．5・

女性57．6％と、いずれも女性の’rそう思う」割合が男
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性より高かった。

　関係性に関わる項目ではr3．愛し合っていれば性交

してよい」で差がなく男性76．6％・女性・73．7％であ
った。・r4．どちちかしたくない時は性交しない方がよ

い」．は男性74．7％・女性89．9％と、女性の「そう．思

う」割合が高かく、f5．愛情に関係なくしてよい」は男
性21．9％・女性6．8％と男性が高かった。、このように

r性交すること」とr気持ち・愛情」との間には、男
性は女性に比べ、やや乖離している傾向がみられた。

　「婚前性交」については表13に示すように1どん
な場合でもいけない」は男性2．1％・，女性L4％と、大

半の男女が許容して部り、r結婚が前提ならかまわな
い∫は男性3．1％・女性3．5％に過ぎない。男女ともr性

交することjとr結婚すること」との乖離は顕著であ
った。

　以上のように全体，に、男性が女性より性交を肯定的

に捉える傾向がみられ、愛情と性交と結婚の間に乖離
傾向が見て取れた。

（4）性交と性病の感染について

　「性交をするとき相手が性病にかかっているかどう

か気になりますか」の設問に対して、男性は「気にな
らない」35．8％・「気になる」は65．2％、女性は「気

にならない」21．6％・「気になる」75．9％で男性の方

が気にならない割合が多い（表11〉。

　r気にならない」理由は男女ともr2自分の相手は
性病でないと思う」が最も多く、気にならないと答え
た男性，222人中36．9％・女性203人中52．2％を占め

た。続いて男性はf考えたこともないので』が27．0％
と、女性の15．8％にくらべ多くなっていた。r必ずう

つるわけではないので」も男性14、．4％で女性の7．9％

くちべ多かった。rコンド｝ムを使うので」は男性
21．6％・女性．24．1％と男女間．の差は小さかった。男性

は女性に比べ、気にならない割合が多いことに加え、

その理由でr考えたこともないので」r必ずうつるわ
けではないので」といった無防備な考えを持つものが
多い傾向がみられた。

　「気になる」場合どのような行動をとっているかで

は、全体の男女の差は小さく、r性病でないと確認し
てから」のみ男性16．1％・女性21．6％と女性の方がや

や多かった。最も多い回答はrコンドームで予防でき

る」で男性42．1％・女性38．2％であった。r性病でな

いと確認し．てから」と合わせて、気になる場合の具体

的な対処法を選択したものは過半数を占めていた。一

方、気になりながらも主体的とは言えない選択肢「そ
の場や相手次第で行動する」は男性33．7％．・女性32．0％、

rその場では言い出せない」は男性8，2％・女性8．1％
みられた。

　性病に対して無防備な回答としrA気にならない」

場合のr考えたこともないので」r自分の相手は性病
でないと思う」r必ずうっるわけではないので」と、rB

気になる」場合のrその場や相手次第で行動する」rそ

の場では言い出せないjを合計すると、全体で男性
55．3％・女性46．g％となり、対象の男女合わせて全体

のおよそ半数が性病に対して、無防備な考え方を持っ
ているといえよう。

（5）援助交際についてどのように思うか

　いわゆる．「援助交際」について、青年がどのように

捉えているか8項目の設問をし「そう思う」rそうは
思わない〕から一つをえらんでもらった（表12〉。援
助交際をrしてもかまわない」と肯定的にとらえた項

目（1～3）では、いずれも男性の「そう思う」と答え

た割合が女性より多かった。r援助交際してもかまわ

ない」理由では最も「そう思う」が多かった項目は「1
身体や心は自分のモノだから『」男性26．8％・女性16．8％

であった。次いで、r2身体が減ったり心が傷つくモ
ノではないから援助交際してもよいj男性13．5％・女

性528％、r3遊びゃファッションの｝つだから、一援

助交際をしてもかまわない」男性6．9％・女性2．8％
であった。

　援助交際をrいけない」ととらえた項目（4～6）で

は、いずれも女性のrそう思う」と答えた割合が男性

より多かった。「いけない」理由で、女性の割合が男

性より有意に高い項目はr4援助交際をすることは身
体や心を傷つけることだからいけない」男性64．0％・

女性81．9％、「6援助交際をすることは理屈抜きでい
けない」男性．55．6％・女性64．6箔であった。「5将来
の愛する人との関係に影響を及ぼしそうだからいけな

い」は男性68．1’％・女性73ポ8％と差が小さく、・男
女共通してもつ意識と言えそうである。

　援助交際が行われる原因について言及した2項目に
ついては、いずれも女性のrそう思う」’割合が男性よ

り高かった、すなわちr7援助交際をしている人は寂
しいからやづている」男性・25．2％・女性34．1％、r8

援助交際を買う人がいることが問題である」男性
71．5％・女性86．6であった。

　援助交際に付いては、男性が女性より許容度が高い
結果であった。

ベネッセ教育研究所の女子高校生対象とした調査4〉

の結果に対照すると、同調査で援助交際のいけないと
いわれている理由の最も回答の多かった項目はr将来

好きな人が出来た時、後悔する」の「とてもそう思う」

67．5％、rわりとそう思う」23．0％であり、本調査の

「5将来の愛する人との関係に影響を及ぼしそうだか

らいけない」女性73ぎ8箔の回答率に近似している・

しかし、ベネッセ調査の項目にはなかったため比較が

できないが、本調査でもっとも回答率が高かったのは
f身体や心を傷つけることだからいけない」であった。

若者に自分の身体や心を傷つけてはいけない・大切に
する気持ちがあることが本調査から明らかになった。
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6　自分の身体・性別をどのように思うか

　自分の身体および性別、そして現在の自分自身をど

のように受容しているかを質問し、性的同一性（sexua1

．identity〉について検討した。

　（1）自分のく身体＞をどのように感じているか

1）男性　（表14）

①r自分の身体が好き」：＜自分の身体が好き19．4％・

どちらともいえない41．9％・そうは思わないは37．7％

＞である。男性は、自分の身体を積極的に好きとだと

は思っていない。②r自分の身体に違和感がある』＝

＜そうは思わない58．5％＞で、宮分の身体に対して違

和感を持って転、る割合が低い。③r身体のことを考え

たごとがない』＝＜そうは思わない69％＞で、・身体の

ごとを姥較的考えている。④r気になることはあるが、

自．分の身体は大切にしたい」＝＜そう思う82．7％＞で、

大切にしたいと思っている。

　男性は自分の身体を積極的には好きではないが、違

和感は持っていない。身体のことで気になることがあ
るが、自分の身体を大切にしていこうと息っている。

　男性は、女性と塊べ自分の容姿を気にして考えてい

るという割合が少准いと1いえる。

　大学生と高校生の比較では、大学生の方がく自分の

身体が好き25．3％・違和感がない72．5％・自分の身体

のこξを考えている81．9％・大切にしている79．O％＞

という項目Φ割合が高い。

2）女性（表14）

①r自分の身体が好き」：＜好き12．5％・どちらとも

・いえない32．6％・そう・は思わない54．1％＞である。女

性は、自分の身体を否定的に捉えている傾向がある。
’男性に比べ、自分の身体を好きという割合が有意に低

い。②r自分の身体に違和感がある』・：＜そう患う

15．0％．・・そうは思わない59．9％＞であり、自分の身体

が好きではないが違和感は感じていない。③r身体の

ことを考えたことがない」＝＜そうは愚わない82』3％

＞である。男性に比べ、自分の身体のことを考えてい

る割合が有意に高い。④「気になることはあるが、自

分の身体は大切にしたい」：＜そう思う92．6％＞であ

る。男性に比べ大切にしている割合が有意に高い。．

　　女性は、自分の身体が好きではないという割合が

約54％おり、80％以上の人が身体のことを考えている。

また、気になるけど大切にしていこうと思うている人
が93％いる。

　高校生と大学生を比較すると、大学生はく自分の身，
体が好き18。3％・違和感がない6＆4％・自分の身体のこ

とを考えている890％・大切である◎4。1％＞という結果

で｛大学生の方が自分の身体を否定的に受け止めてい

る割合は低い傾向がある。

（2）自分のく性＞をどのように思っていうか
く自分の性でよ，かった＞と思う割合は、男性63，9％・

女性41．4％である，．自分の性でよかったと思う割合は、

男性の方が有意に高い。　（表15）

　また、＜どちらかというとよくない＞あるいはくよ

くない＞と思っている人を合算した割合は、男性

4．7％・女性13．1％である。自分の性を否定的に受け止

めている割合は、女性の方が有意に高い。

　男性は、．自分の性を受容している人の割合が高い。

ま之、高校生と大学生の比較したが、自分の性を受容
している割合は高校生62．2％・大学生67．6％であり、有

意葦はない。

　女性が自分の性でよかったと受容している割合は約

40％であり、男性に比ぺ自分の性を受容している人の

割合が低い。また、高校生と大学隼の比較では、自分
の性を受容している割合は高校生は362囑・大学生

46．0％で、大学生の方が自分の性を受容している割合

が有意に高い。

（3・）自分の性をくよかったと思うか、あるいは

　　　いやだと思う＞のはどの様な場合か
1）男性

①＜よかったと思う場合　　（表16－1）＞

　男であることをよかった思える場合は、r体力・・パ
ワーがある56．9％」・「理屈抜きによい39．4％」・「男

は妊娠・出産しない39．2％」・r行動力がある27．4％」・

r男らしさを備えている24．2％」・r雇用や職場で優

遇19，2％」・「養う力がある15．6％」・「能力が優れて

いる叉3．9％」・r社会（慣習）で優遇10。6％」　r家族か

ら期待をかけられる8．1％」である。

　男性はパワー・理屈抜きによい・妊娠、出産しない・

行動力があるなど、男性としての生理的レベルにおい
てよかったと思っている．社会では、男性の生理的レ

ベルでめことが評価されるので、、男性は自分の性を受

容しやすいといえる。女性と比べると、r男らしさを

備えている」・「社会（慣習）で優遇される」を除く
すべての項目において、男性め割合が有意に高い。

　高校生と大学生を検討すると、第1位の項目は高校

生も大学生も同じだが、他の項目の順位と割合が若干
異なる。高校生の第2位以下は、’r妊娠・出産できな

い44．5％」・，r理屈抜きによい42．0％」・「行動力があ

る2％％」・「男らしさを備えている2L7％」である。

　大学生の第2位以下は「理屈抜きによレ＞33．0％」・

r男らしさを備えている30。2％」・「雇用や職場で優
遇28．0％」・’「妊娠・出産をし，ない26、4％」・r行動力

がある23．6％」である。

　高校生は性的衝動とその行動の結果を考えた場合に、

自分が妊娠する性でないことは得であると考えている
めではないだろうか。妊娠・出産をする性が物理的に、

また社会的損益を被る実態を知づていて、妊娠・出産
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をしない性であることがよかったと思っているとも考

えられる。

　大学生も妊娠・出産をしない性であるよかったと思

つているが、高校生に比べその割合は低い。大学生は、

雇用において男性は優遇されており、、，社会的意味にお

い，ても男性でよかったと思っている。

②＜いやだと思う場合　　（表16r2）＞

　男性は男性であることがくよかった思う場合＞が多

いことからも、＜いやだ≧思う場合＞は少ない。いや

だと思うの場合はr男らしさを要求される16．1％」・

　r家族の期待に応える15．5％」程度である。

　高校生と大学生の比較では、ほぼ同傾向を示してい
、る。だが、大学生の方がいやだと思っでいる割合が高

い項目があり、　「家族の期待に応える24．2％」・「男

性らしさを要求される2α9％」である。

　大学生の場合は社会人になることを目前にし、男性
に対する期待が社会や家庭から求められ、重荷になっ

ているのではないだろうか。

　1男性は、男でよかったと思う割合が有意に高い項目
が多くあるが、自分が男性であることボいやだと思う

割合が高い項目はない。

2）女性

①＜よかったと思う場合　（表16－1）＞
　女であることをよ炉った思える場合は㌔　r妊娠・出
産できる44．8％」・「理屈抜き．によい29．g％」・「女ら

しさを備えている26。0％」　r弱者の視点で考えられる

18．8％」・r家庭の中で優遇される13．6％」・r教育の

場で優遇される9．O％」である。

　女性がよかった思う割合が比較的高いのはr妊娠・

出産できる」性として受容できる場合である。、

　女性は、男性が男性であづてよかっ之と思う場合の

項目をほとんεよかうたと｝ま思っていない9男性と比

較し、・多くの項目でよかった之思う割合が低く、・女性

は宕分の性を受容することが困難である。

　男性と比べよかったと思う割合が有意に高い項目は、

r弱者の揚卓で考亥られる」である。女性が社会的弱

者の立場に置かされているこ・とを逆手にとって考えて

いる女性が約2割いる。
　高校生と大学生を比較したが同傾向を示している。

だが、　r弱者の視点で考えられる」という項目では高

校生20，6％・大学生17，1％であり、高校生の方がややそ

の割合が高く、性を社会的な性として捉えている。　し

かし、r妊娠・出産できるから」では、高校生41．8％・

大学生475％であり、、大学生の方が生理的レベルでの

．性を受容している割合が高い。

②＜いやだと思う場合一（表16－1）＞

　男性がよかったと思う場合の多くは、女性にとって
Fはいやだと思う場合である。男性に比べその割合が有

意に高い項目は、　r雇用や職場で差別されている

44．0％」・r社会（慣習）で差別されている35．6％」・

r体力・パワーがない33．0％」・「同性のことがいや

に母う27．9％」・r女性らしさを要求される24。o％j

r妊娠・出産できるから12．8％」・r家の中で差別さ

れる10．3％」である。

　高校生と大学隼ではほぽ同傾向を示す。だが、　r雇

用や社会で差別される」からいやだと思う割合は、大
学生の方が高い。　r妊娠・出産でぎるから」いやだと

思う割合は、高校生15．9％・大学生10％である。

　女性であることがよかった思うのは、　r妊娠・出産

できる」場合である，．r理屈抜きによい」・r女らし

さがあるζと」なども女でぷかったと思う場合である。
これらの項目は、『 性の割合と同傾向を示す。

　女性は、社会的あるいは雇用において差別されてい

るので自分の性別をいやだと思うと回答している。

　妊娠・出産できるからよかった思うという生理的レ
ベルで自分の性を受容している割合は44、8％である。

また、妊娠・出産できる身体だからいやだと思うと、

生理的レベルで性を拒否している割合は12．8％である。

女性は、生理的レベルで性を受容し七いる割合が多い

とはいえない．家た、体力・パワーがない場合にも女

性と．しての性を受容しにくい。

　社会的に差別されている性であること認識している

のは大学生の方がその割合が多い。

　（4）現在の自分をどのように思っているか
　自分の性を受容することに葛藤があうても、自分自
身をどの様に受け止めているのか設問した。　（表17）

　1）男性
①r自分には能力がおる」：＜そう思う・そうは思わ

ない・どちらともマ、哀な恥＞の3群に回答が分かれて

いるが・ぞの中でも割合が多いα）はくどちらともいえ

ない37』3％＞である。，②r自分には魅力がある』＝＜

どちらともいえない39．2％・そうは思わない40．0％＞で

あ為・③’「自分は平均的である』：回答が3群に分ゆ

ーれたが、比較的割合が高いめはくそう思う3＆4％＞で

ある。④「自分はとりえのない人間だ』＝割合が高い

のはくそうは思わない6α2％＞である。⑤．r自分は運

が悪い』：割合が高いのはくそうは思わない45．5％＞

である。⑥r自分が好き』：割合が高いのはくそう思
ってし、る42．3％＞である。

　男性の自己評価は決して高くはないが、とりえがな
い人間だとは思っていない。

　高校生と大学生との比較では、大学生の方が「自分
が好き56．0％j・r魅力がある32．4％」・r能力がある
3＆5％」と思っている割合が高く、またrとりえがな

い人間だ一そうは思わない65．9％」・「運が悪い一そ

うは思わない56．6％」であり、その割合が高校生に比

べて高い。大学生の方が自分を肯定的に受容している
といえる。

2）女性

①r自分には能力がある」1回答が3群に分かれてい
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るが、その中でも割合が多いのはくそうは思わない

38．3％・そう思う22．0％＞である。男性に比べ能力がな

いと思う割合が有意に高い。②r自分には魅力があ
る』：＜そうは患わない4α6％・・どちらともいえない

38、9％＞である。男性の結果と近似している。③・r自

分は平均的である」＝＜そう思う51，1脇＞であり、男

性に比べ有意にそめ割合が高い。④r自分はξりえの

ない人間だ』，＝＜そうは思わない55．O％＞である。男

性に比べその割合は有意に低い。⑤r自分は運が悪
い』：・割合が高いのはくそうは思わない54．4％＞であ

る。

⑥・r自分が好き」：割合が高いのはくそう思う43．8％

＞である。

　女性は男性に比べ自分の能力についてやや否定的に

受け止めているところがある。

　高校生と大学生を比較すると、大学生の方が自分の
ことを受容している割合が高い。大学生ではr自分が
女子き54。2％j・・r魅力がある27。9％」・r能力がある27．9％」

である。またrとりえがない人間だとは思わない
6α5％」・r運が悪いとは思わない59』1％」であり、自

分を否定的に受け止めている割合が低い。

　大学生は高校生に比べ、自分を受容をしている割合

が高い傾向がある。

　女性は、男性の結果と同様に自己評価が低い傾向が

ある。また、自分は能力がないと思っている割合やそ、

して平均的な人間だと思っている割合は、男性に比べ
有意に高い。

　（5）自分の性を受容ができている群（受容群）と、

　　　受容ができない群（非受容群）の検討
　表15で、自分の性でよかったと思う人を受容群とし、

どちらかというとよくなかった、あるいはよくないと

思っている人逢非受容群と1して、ζの2群について検
討した。

1）男性（受容群　396例・非畳容群　29例〉

①表14の自分の身体に対する自己受容；r身体が好き

一そうは思わない」では受容群3418％・非受容群793％、

r違和感がある一そう思う」では受容群15．4％・非受

容群44。8％である。非受容群では身体的性の受容がで

きにくい傾向がある。②表16－1・1・6－2の自分の性を

どの様な場合によかったか、あるいはいやだと思う

か：「体ガ・パワーがある一そう思う」では受容群

6L6％・非受容群2α7％、r理屈抜きによい一そう思う」

では受容群48。2％・非受容群619％である。非受容群は

男性でよかった思う場合が少ない。

　非受容群では・自分の性でよくなかった思う場合が
多々ある。・・受容群に比べ多くの項自で有意にそめ割合

が高く、　r男らしさを要求されるとき一そう思う」で

は受容群12．1％・非受容群48．3％、　「同性のことがいや

に思う一そう思う」では受容群8、1％・非受容群34．5％、

　「理屈抜きにいやだ一そう思う」でに上群2．5％・非受

容群31．0％である。③表17の現在の自分が好きか：「自

分が好き一そうは思わない」では受容群17．7％・非受

容群　55．2％、　「魅力がある一そうは思わない」では

受容群275％・・非受容群79．3％、　r能力がある一そうは

思わない」では受容群27．5％・非受容群62．1％、　rとり

えのない人間だ一そう思う」では受容群12．6％・受容

群58．6％、r運がわるい一そう思う」では受容群19．2％・

非受容群655％であり、非受容群は受容群に比べ自己

否定的な割合が高い6

　一自分の性を受容できなくとも自分自身を肯定的に受

容できていることは自尊感情として大切なことである。

Pだが、男性としての性を受容できにくい非受容群では、

その自己肯定感も高くはない。

2）女性（受容群388例・非受容群122例）・

①表14の自分の身体に対する自己受容：r身体が好き

一そうは尽わない」．｝ま・．受容群51・0％・非受容群66。7％

であ・り、非受容群の方が身体的自己受容ができにぐい．

傾向がある。②表16」1・16－2の自分の性をどの様な

場合によかったあるいはいやだと思うか：’「妊娠・出

産できるから一よかったと思う」は1受容群5α8％・・

非受容群2L1％である。　r理屈抜きによい一よかった

と思う」は、受容群42．5％・非受容群4．9％である。ま

た、r女らしさを備えている一よかったと思う」は、

受容群32．5％・非受容群11．4％である。非受容群は、自

分の性がよかった思う場合が少ない。

　また、非受容群では女性であることがいやだと思う

項目の多くで、受容群に比べて有意にその割合が高い。

’「家庭、教育、社会、雇用で差別されている」、ある

いは．r体力・パワーがない」・「女らしさを求められ

る　受容群14．4％・非受容群49。6垢」・「妊娠出産宅き

るから一受容群5．7％・非受容群38．2％」，などであるじ、

非受容群では、・女性であることが差別されているので

玄性の性を受容することがいやだと思っていると考え

ちれる。③表14の現在の自分が好きか：r魅力がある

一そう思う．」では、受容群55．4％・非受容群22．0％，「と

りえのない人間だ一そう思う」ではて受容群17．3％・

非受容群34．1％。　r運が悪い一そう思う」では、1受容

群155％・非受容群26。8％。　「自分が好き一そう思う」

では、受容群55．4％・非受容群22．0％である。

　女性で性を受容できない人は、身体的にも生理的レ

ベルでも自分の性を受容できないといえる。また女性
の性は差別されている性であると受け止めている割合

が高い。

　非受容群の人は、女性の性炉社会的に認められてい

ないことに差別意識を持っている。そして自尊感情に

おいてもと．りえのない人間だ、あるいは運が悪い人間

だと思う傾向があぐ。自分が好きだという割合が少な

く、＜どちらともいえない45．6％＞という割合が高く、

自己肯定感が高ぐない。
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（6），」、霊舌

　男性は．自分の身体を積極的には好きではないが、違

和感は持づていない。身体のことで気になることがあ

るが、自分の身体を大切にしていごうと思っている◎

　そして、臼男性は自分の性を受容している人が64％で

あり、、女性に姥べその割合が有意に高い。また、自分

が男性でよかった思う場合の項目が多く、その割合は

女性に比べ有意に高や。男性は体力的なことを誇り、

妊娠・出牽できないことをよかづたと思うている。男

性は生理的レベルでも男性であることが社会的に有利

であると考えているといえよう。男性としての性を理

屈抜きでよいと思う割合が約40％であり、男性は性的

同一性の獲得に関しては葛藤が少なぐ、男性という性

を受容しやすいといえるのではないだろうか。

　男性は旭社会的に優遇されているからよいという割
合が少なかった。ζれは、まさに生まれながらにして

男であることで社会的に優遇され差別される経験が少

ない．ことの結果ではないだろうか。

　男性は性的同一性の獲得はされているが1．現在の自
分をどの様に受け止めているか．という自己同一牲に関

わることでは・男性は・自分の能力や人間的魅力など
について肯定的に受容することが難しい1どちらとも

いえないといった戸惑いなどがあり、自分をやや杏定

にに受け止めている傾向がある。ただ、高校生に比べ
大学生の方が自分を受容している割合は高い。

　女性が自分の身体を好きという割合が男性に比べて
有意に低く、8（％以上の人が身体のこ・とを考えている。

女性は理想とする容姿と自分の体型を比べ・自分の身

体が好きになれなれないのではないだろうか。表2で

のくダイエットをする・フィットネスをする＞という

割合が男性より高い結果であったことからも、女性は

容姿が気になりいつも考えていると理解できる6

　そして、女性は自分の性でよかった受容して》〉る割

合は40％であり、男性に比べその割合が低い己また、

女性でよかった思う場合が少なく、いやだと思う場合
が多い。生理的レベルにおいても女性でよかったと思

う割合は高いとはいえず、社会的に差別されているの

で女性という性がいやだと思うことが多い。

　これらのことより・女性が性的同一性を獲得するに

は社会的要因による葛藤があり、女性としての性を受

容することが困難であることが示唆された。

　また、現在の自分のどの様に受け止めているかとい
うことに関しては、男性に比べ自分の能力牽否定的に

・受け止めている。女性は男性に比べ自己同一性の獲得

により、問題があると考えられる。

　自分の性を受容出来ている受容群と非受容群との検
討したが、非受容群の男性で1ま、．パワーや社会的に男

性らしいイメージを求められることに抵抗あるいは違

和盛がある。また、社会的イメージにそった男性を受

容するととを否定している場合もある1と考えられる。

　非受容群の女性の場合は、身体的にも性的にも女性

であることを受容しにくく、女性は社会的に差別され
ている性であると受け止めている割合が高い。また、

自分は．とりえのない人間だとか運が悪い人間だと思う

傾向がある。そして、自分が好きだと言う割合が少な

く自己肯定感が低く、自己同一性の獲得に問題がある。

　女性という性は、社会的に差別されている性である

と思っている女性は、身体的にも性別意味においても

女性という性を受容しにくいといえる
　男性の場合は、社会が求める男性イメージに自分が・

そぐわない場合は、あるいはそのようなイメージを受

容したくない場合は男性としての性を受容することを

由としていない。だが、女性の場合は社会的に性の差

別が根幹にあり、女性である性が受容しにくいことが

あることが示唆された。

7　子ども観や結婚観について

　自分の結婚の意思や・子ども観・結婚観・家族観な
どについて質問をし、性的同r性の受容との関連に置

いて検討した。

（1）結婚の意思と結婚をしたい年齢

　男女共に多くの人は、　r理想の人がいれば結婚をし
たい　男性46』1％（大学生43．4％）・女性：3＆2％（大

学隼395％」と思っている。また、．女性はrある程度

の年齢で結婚をしたい　39．8％（大学生38．1％）」と思

っている（表18）。男女共に結婚φ意思はあると考え

られる。

結婚をする意思のある人の結婚をしたい年齢は、20－
24歳が男性2り17％・女性3珊％、g5－29歳が男性48』4％・・

女性54．1％である。結婚の意思がある人の90％以上は30

歳までに結婚をしたいと思っている（表19）。われわ

れの前調査5）でも同様の結果が示され、青年は結婚の

意思はあるが、実際に結婚をする年齢は高年齢にスラ
イドしている傾向がある。

（2）結婚観

　結婚をする年齢が高くなっている実態から、．結婚を
する意味をどの様に思っているのかを検討する目的で、

結婚と人生の充実感について質問をした。

　r結婚でより充実した人生が送れる」と思うかでは、

＜そう思う　男性56．6％・女性53．4％＞であり、＜どち

らともいえ准い　男性27。6％・女性332％＞である。結

婚すれぱ充実した人生を送れると思っている人は約半

数である（表20）。

　また、r女は結婚しなくとも充実した人生が送れる」
では、＜そう思う　男性4L5％・女性54．7％＞である。
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同様にr男性は結婚しなくとも一略一」では、・＜そう

思う　男性4α2％・女性52．7％＞である。

　以上のように、女性は結婚しなくとも充実した人生
・が送れると思っている割合の方がやや高い。

　また、f子どもがいなくとも充実した一略一」では、
くそう思う　男性45．2％・女性565％＞であり、結婚生

活における子どもの存在はあまり重要視されていない
といえる。

　次ぎに、自分の性を受容している受容群と非受容群
について検討した。男性は、　r結婚でより充実した人

生が送れる一そうは思わない　受容群12』7％・非受容

群3719％」であり・・非受容群では結婚によづて人生が

充実すると思っでいない人の割合が有意に高い。

　女性も同様であり、「結婚でより充実した人生が送

れる一そうは思わない　受容群9．8％・非受容群21，1％」

である。

（3）．家庭における役割観

　家庭における男女の役割観にづいて質問をした。r男

性は働き女性は家庭」という考えにくぞうは思わな熔
男性54．5％・・女性67』7％＞である（表20）。

　また、　r男性は家事育児を分担するべき一そう思う

男性65．8％・女性82，9％」であるが、　r女性は家庭生活

に影響しない程度に仕事をするのがよい一そう思う男
性48．5％・女性5（応％」である。

　家庭内における男女の固定的役割観は非常に薄れて

きているが、まだ、女性に対する固定的役割観はある。

　性的同r性の受容別に検討したところ、女性の場合

は、r男性は働き女性は家庭一そうは思わない受容
群166．2％・非受容群797％」であり、非受容群φ方が有

意に割合高い。

（4）子ども観と子育て
　子どもの存在に関しては、「自分の子どもは前愛い・

うるおいや活気を与える存在・次世代の担い手として
大切」であると、男女共に多く・の人が思っている（表

20）。また、「子育ては面白いことや発見がある」と

思う人も多く、男性76，9％・女性9L5％である。

　男女ともに子ども存在を肯定的に捉え、子育ての面
白さにも気づいている。

　しかし、r子どもが好き一そう思う　男性56．9％・

女性660％」であり、また、　「子育てによって親は犠

牲にするものが多い一そう思う男性48．5％・女性
46．5％］である。

　男女ともに一般論としては子どもを肯定的に捉えて

いるが、自分の子どもを肯定的に捉え育てるかという

ことに関・しては、消極的傾向がある、といえよ1う。

　自分の性を受容している受容群と非受容群について
検討し為が、男性では子ども観や子育てに関して有意

な差異は認められなかった。しかし、女性の非受容群

では、子どもはr生命を伝える存在として大切・うる

おいや活気を与えてくれる・自分の子どもは可愛い・

子どもが好きである⊥と思う割合が、受容群に比べ有

恵に低い傾向がある。また・，「子育てでは面白いこや

発見がある」と思う割合が有意に低く、　「子育てによ
って親は犠牲にする一略一」と思う割合が有意に高い。

　（5）小括

　青年には結婚の意思はあるが、結婚によって人生が・

充実すると思っている人は約半数である。特に、女性

は結婚しなくとも人生を充実して送れると思っている。

人生の充実と結婚は別であると考えている世代ともい
えるだろう。結婚生活において1子どもの存在はあま

り重視されていなく、青年のいう理想の人との結婚と

は、宮分自身の人生が充実するような生活であり、そ
れを保証してく，れる相手とも考えられる。

　家庭内における固定的な性的役割分業観を持っ．てい

る人は約半数以下であり、性的役割分業観を固定的に

もたない世代になりっつあるといえる。

　子どもに対しては肯定的に捉えているが、自分の子
どもを積極的に育て関わるかと言うことについては、

子育てに犠牲感をもっておりやや消極的であると考え

られる。

　自分の性を肯定的に受容している群と非受容群では、
結婚観および子育て感に違いがある。

　非受容群では、結婚によづて充実した人生は送れな
いと思っており、結婚に否定的な考えをしている割合

が有意に高い。また、非受容群では景固定的な性別役

割観について否定的な考えを持つ割合が有意に高い。

子育てに関しても犠特感をもつ割合が高く、子どもに
関する考え方などがやや否定的傾向がある。

　性的同一性を受容しにくい人たちは、結婚あるいは
子育てなどに関して否定的あるいは消極的な人生態度

をもっているといえる。どの様なラィフスタイルをも

ち、どの様に生きていくかということにも性的同一性
の受容の問題が関与している。

　性を受容しにくい女性の場合は、自分の性は社会的

に差別されているという考えを持っているので、固定

的な役割観を否定する気持ちが強くあると思われる。

IV結語
　青年の意識と行動を調べた結果、r愛情」一r性交」

一r結婚」一r人生の充実1－r子どもを持つこと」に
ついての意識において、程度の違いはあるが、それぞ
れに乖離が認められた。、すなわち、現代の青年は、性

交することを必ずしも結婚の前提としておらず、結婚

で必ず人生の充実が得られるとも思っていない。対象

の年齢を考慮すれば、ある程度の乖離があるのは当然

のこととも受け止められ、．このことから将来の結婚行
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動などの予測は困難であると言えよう。すなわち、r結

婚によってより人生が充実する」と思っている青年は
約半数にとどまっているにもかかわらず、r一生結婚

しないし、パートナーもいらない」は1％のみで、ほ
とんどの人に結婚する意思が認められた。

　わが国の晩婚化の理由のひとつは、結婚はしたいが

r適当な相手が見つからない」ことである。対象の青

年が結婚相手の理想としたのはr一緒にいて楽しく、

率直に話し合える人」であった。率直に話し合うため

には、男女の対等な関係が必要があるが、それを大切

にできない社会的状況があることが調査結果から示唆
された。主なる問題2点について以下に述べる。

　第一に、性的被害の状況から・f見知らぬ人から」と
r身近な人から」の被害の多さが判明した。異性に対

する人権感覚を疑問視せざるを得ない現状を社会的問

題としてとら、え、・不快な経験や性的被害から青年を守

る手だてを早急に講じることが肝要である。

　第二は、惟的同一性の獲得に影響する社会的要因の
問題である。女性は自分の性でよかったと受容してい
る割合が、男性に比べ低く、社会的に差別されている

ので女性という性がいやだと思うことが多かった。女
性が性的向一性を獲得するには社会的要因による葛藤

があることが示唆された。

　また、自分の性を受容しにくい人たちは、結婚ある

いは子育てなどに関して否定的あるいは消極的な人生
態度をもっており、性的同一性の受容の1問題は、どの
様なライフスタイルをもち、どの様に生きていくかと

いうことにも関与していた。

　なお、性的同一性を受容しにくいことは、社会的要

因のみならず、生育歴において父親あるいは母親に肯
定的モデル像がもてない問題や、家庭のあり方や親の

子どもに対する聲育態度など、親の人生態度の影響も
考えられ、ごれらにつレ～ては今後の課題とする。
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表1　年齢別対象人数（％）

男性 女性

人数 ％ 人数 ％

15歳 21 3．4 19 2．0

16歳 161 26．0 163 17．4

17歳 249 40．2 263 28．0

18歳 7 1．1 24 2．6

19歳 6 1．O 133 14．2

20歳 15 2．4 110 11．7

21歳 26 4．2 110 11．7

22歳 64 10．3 85 9．1

23歳以上 70 11．3 31 3．3

不明 1 0．2 0 0．0

合計 620 100．0 938 100．0

表2　次のようなおしゃれ体験をしていますか（％）

男性 女性

している

　　　みたい

いずれして　したくない している

　　　みたい

いずれして したくない

1化粧をする 2．4 8．1 87．7 69．1 26．5 4．3

2ビジュアル系のメイクアップをする 1．0 10．3 87．3 2．2 9．1 87．1
3．眉の手入れをする 29．0 16．8 53．5 87．1 9．4 3．5

4．腕や脚の脱毛をする 4．2 11．8 81．9 85．2 ’6．9 7．4

5．髪を染める
27．3 31．9 40．2 54．4 26．9 18．4

6．ピアスを耳にする 8．9 20．0 70．3 36．0 31．8 31．8
7、入れ墨を入れる（一時的なものを除く） 1．0 9．2 88．7 0．2 5．9 92．8
8．スタイルをよくするためにダイエットをする 6．8 18．9 73．1 37．2 41．7 20．5
9．スタイルをよくするためにフィットネス（運動）をする 13．9 31．0 53．5 26．9 57．7 14．7
10．美容整形をする 0．6 3．4 94．5 0．2 9．4 89．8
11．エステに通う 0．3 9．5 88．4 1．5 63．6 34．1

12．日競けサロンで肌を焼く 2．3 8．1 88．4 2．7 2．6 93．8
13．自分のヌード写真をとる 1．3 6．1 91．0 0．4 4．9 93．8

表3　あなたは自分の洋服をどのようにして選びますか（％）

男性 女性

1．流行が大切なので、必ず最先端を選ぶ 2．4 1．3

2．適当に流行を取り入れる 28．5 50．2
3．仲間の服装からはずれないようにする 3．5 2．6

4．流行に関係なく、自分に合うものを選ぷ
59．8 45．3

5．親などから与えられたものを着る 4．7 1．2

6．友人や恋人に選んでもらったのを着る 2．1 0．7

101．0 101．3

表4　現在、あなたには信頼し何かと相談できる友人がいますか（％）

男性 女性

1．いる・ 80．6 93．6
2．いない 18．5 6．1

SQ友人について
1同性の友人だけ 40．2 48．2
2異性の友人だけ 1．3 0．7

3同性も異性も両方いる 37．9 44．2
合計

79．4 93．2
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表5　あなたは異性の友人が欲しいですか（％）

男性 女性

1はい欲しい 85．3 92．8

2いいえ欲しくない 12．9 5．8

SQ欲しくない理由
1．勉学の妨げになりそうなので 0．8 0．0

2．経済的・精神的な負担が増えそうなので 2．7 O．4

3．深入りするとわずらわしく、トラブルになりそうなので 4．4 2．2

4．異性に興味がないので 0．6 0．2

5．周囲が反対したり、うるさいので 0．0 0．0

6．今、つきあっているいるのでこれ以上は欲しくない 3．9 2．8

合計 12．4 5．7

表6－1理想の異性としてどのようなことを重視しますか：『重視する』割合（％）

（r重視する』割合）

今付き合うなら 将来結婚するなら

男性 女性 男性 女性

17．一緒にいて楽しい 84．7 94．1 83．1 93．3
5．やさしい』（おだやか） 74．0 80．7 76．9 87．1

9．率直に話し合える 73．1 80．0 82．6 93．1

13．相性がよい 69．2 79．4 74．4 85．5

12．フィーリングがあう〔感性の一致） 64．5 75．6 69．0 83．0

15．寂しさをいやしてくれる 51．8 59．4 62．7 67．3

1．相談にのってくれる 49．0 72．3 73．2 91．7

16．励ましたり成長させてくれる 46．9 68．6 60．8 81．0

3．ルックスがいい 33．1 ．20．6、 』24．8 14．3’

10．不満があっても許してくれる 31．3 38．9 42．1 52．8

18．セックスの相性がよい 30．2 20．4 38．5 35．0

14．センスがよい 30．0 32．3 27．4 27．3

7．自立している 23．2 38．8 37．7 82．9

11．あまり干渉しない 18．2 23．5 20．6 25．5

8．自分にひけ目を感じさせない 15．8 24．9 22．1 33．7

6．能力・才能がある 15．6 25．6 24．4 43．2
4．お金をもっている 6．9 9．0 11．8 35．3

2．頼めば何でもやってくれる 6．5 10．0 14．2 17．3

注）項目はr今つきあうなら一男性％』の降順

表6－2　理想の異性としてどのようなことを重視しますか『重視する』＋『やや重視する』割合（％）

（r重視する』＋「やや重視する』合計）

今付き合うなら 将来結婚するなら

男性 女性 男性 女性

17．一緒にいて楽しい 97．3 99．3 94．7 99．2
5．やさしい（おだやか） 96．1 98．1 93．5 98．9

9．率直に話し合える 95．5 97．9 92．9 99．2

13．相性がよい 93．9 96．6 91．7 97．5

12．フィーリングがあう 92．6 96．5 90．8 97．6

1．相談にのってくれる 92．5 97．5 93．2 98．8

15．寂しさをいやしてくれる 88．6 91．7 89．3 94．5

．16．励ましたり成長させてくれる 87．7 95．7 90．0 97．1

10．不満があっても許してくれる 86．9 91．2 86．8 94．3

3，ルックスがいい 86．8 81．4 80．8 72．4

14．センスがよい 80．6 88．2 76．6 85．7

18。セツクスの相性がよい 69．2 62．1 74．0 77．4

11，あまり干渉しない 68．4 77．3 67．5 80．1

7．自立している 68．2 85．5 78．3 97．6
6．能力・才能がある 62．1 71．9 70．4 88．4

8．自分にひけ目を感じさせない 60．8 69．2 61．1 75．3

2．頼めば何でもやってくれる 50．2 61．6 65．0 79．2
4．お金をもっている 33．2 49．5 45．5 89．9
注）項目は「今つきあうなら一男性％』の降順
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表7理想の異性としてどのようなことを重視しますか＝「重視しない」割合（％）

（「重視しない』割合）

今付き合うなら 将来結婚するなら

男性 女性 男性 女性

4．お金をもっている 65．8 50．0 50．2 9．2

2．頼めば何でもやってくれる 49．0 38．0 31．1 19．8

6．能力・才能がある 37．1 27．8 25．6 10．9

8．自分にひけ目を感じさせない 36．9 28．6 33．2 22．2

7．自立している 31．0 14．1 17．7 1．3

11．あま、り干渉しない 30．2 22．2 27．9 18．8

18．セツクスの相性がよい 29．2 34．4 21．3 18．9

14．センスがよい 18．1 11．5 18．7 13．4

3．ルックスがいい 12．3 18．2 15．2 26．5

10．不満があっても許してくれる 11．6 8．0 8．7 4．4

16．励ましたり成長させてくれる 10．8 3．4 5．8 1．8

15．寂しさをいやしてくれる 10．5 7．7 6．5 4．4

1．相談にのってくれる 6．8 2．1 3．1 0．4

12．フィーリングがあう 5．8 2．8 4．4 1．4

13．相性がよい 5．0 2．9 3．9 1．7

9．率直に話し合える 3．4 1．5 2．ア 0．1

5．やさしい（おだやか） 3．2 1．3 2．7 0．1

17．一緒にいて楽しい 1．9 0．2 1．3 0．1

注）項目は『今つきあうなら一男性％』の降順

表8　異性との付き合いや性についての経験： rある』の割合（％）

高校生 大学生

男性 女性 男性 女性

10．異性に近づいて親しくなりたいと思ったことがありますか 91．3 88．6 97．3 98．8

11．デートをしたことがありますか 55．9 57．7 89．0 84．3

12．性的なことに関心をもったことがありますか 90．9 72．5 98．4 94．9

13．性的な関心から異性のからだに触ったことがありますか 44．3 30．0 79．7 63．7

14．性的な意味合いでキスしたいと思ったことがありますか 72．9 56．6 92．3 80．7

15．性的な意味あいでキスの経験がありますか 40．9 39．8 78．6 69．0

16．ペッティングの経験がありますか 21．9 16．6 68．1 48．3

17．性交（セックス）の経験がありますか 18．5 17．9 74．2 57．0

18．自慰（マスタベーション、オナニー）の経験がありますか 79．2 13．2 94．5 26．9

19．同棲の経験がありますか 1．1 0．4 10．4 9．4
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表9　あなたは次のような不快な経験をしたことがありますか（「あり』の場合誰から受けたか＝重複回答％）

男性　　　女性
…i嚢灘鐙ii

1身近な人から 4．7 9．0

2友人から 6．5 9．2

3その他の知人から 4．7 7．9

4見知らぬ人から 18．7 47．9
灘羅鑛灘灘灘灘i襲灘奪灘1灘iiiiiiii iiiiiiii麟難iiiiiiii

1身近な人から 4．7 9．1

2友人から 19．7 17．0

3その他の知人から 4．2 10．2

4見知らぬ人から 2．3 17．4
ii麟i顯醗職難ii灘馨騰i懸懸iiiii iiiiiiii難叢

1身近な人から 0．6 0．5

2友人から 1．1 0．4

3その他の知人から 0．3 1．0

4見知らぬ人から 11．1 57．7
ii鱗灘騰i難難ii鱗難iiii嚢i

i＝講叢＝きi： …i…iiiii顯iiiiii …iiliii軽醗ii

1身近な人から 5．2’ 7．9

2友人から 6．5 10．7

3その他の知人から 3．9 9．4

4見知らぬ人から 4．4 20．9
灘翻i繊i鶴i灘i聾難ii灘iiiiiiii

1身近な人から 4．4 10．1

2友人から 4．7 8．5

3その他の知人から 2．9 6．9

4見知らぬ人から 1．8 7．6

i難i灘鰍難鑛襲逡嚢ii
iiiilii醤i糞iiiiiil …iiiiiii霧i装ii

1身近な人から 0．8 1．5

2友人から 0．6． 0．5

3その他の知人から 0．5 1．1

4見知らぬ人から 0．6 1．9

表10　あなたは性交についてどの様に思っていいますか＝「そう思う』の割合（％）

男性 女性

1．性交はすばらしいことだと思う 55．8 34．4
2，性交することによってお互いの愛情が深まる 57．3 51．8

3，愛し合っていれば、性交してよい 76．6 73．7

4．愛し合っていても、どちらかしたくない時は性交しないほうがよ 74．7 89．9

5，愛情に関係なく性交してもよい 21．9 6£

6．性交はしたくない 3．5 5．8

7．性交することは怖い 11．8 30．0
8．性交に自信がない 17．7 27．4
9．妊娠が怖い 44．5 57．6
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表11　あなたが性交（性交）する時、相手が性病にかかっているかどうか気になりますか（％）

男性 女性

li灘ii灘灘雛i灘iiiil

A性病が気にならない理由

1必ずうつるわけではない 5．2 1．7

2．相手は性病でないと思う 13．2 11．3

3・コンドームを使うので 7．7 5．2

4．考えたこともないので 9．7 3．4

iiii醐iiiii…灘灘1灘鱗i繍iiliii ………嚢欝1嚢iiiiiiiii iiiiiiiii欝錨il

B性病が気になる場合

1．性病でないと確認してから 10．5 16．4・

2．その場では言い出せない 5．3 6．2

3．その場や相手次第で行動する 21．9 24．3

4．コンドームで予防できる 27．4 29．0

表12　あなたはく援助交際＞についてどのように思いますか＝「そう思う」の割合（％）

男性 女性

1身体や心は自分のモノだから、援助交際してもかまわない 26．8 16．8

2身体が減ったり心が傷つくモノではないから、援助交際してもよ

13．5 5．8

3遊びやファッションの一つだから、援助交際をしてもかまわない 6．9 2．8

4援助交際をすることは、身体や心を傷つけることだからいけない 64．0 81．9

5将来の愛する人との関係に影響を及ぼしそうだからいけない 68．1 73．8

6援助交際をすることは理屈抜きでいけない 55．6 64．6

7援助交際をしている人は、寂しいからやっている 25．2 ．34．1

8援助交際を買う人がいることが問題である 71．5 86．6

表13　婚前性交についてあなたの考えはどれに近いですか（％）

男性 女性

1．どんな場合でもいけない 2．1 1．4

2．結婚が前提ならかまわない 3．1 3．5

3．愛しあっていればかまわない 32．1 38．9

4．お互いに納得していればかまわない 55．8 49．8
5．婚前性交という言葉の意味が分からない 5．6 4．6

合計 98．7 98．2

表14　あなたは自分の身体をどのように感じていますか（％）

男性 女性

そう思う

ない

そうは思わ どちらとも

えない

そう思う

ない

そうは思わ どちらとも

えない

1．自分の身体が好き 19．4 37．7 41．9 12．5 54．1 32．6
2．自分の身体に違和感がある 17．9 58．5 22．4 15．0 59．9 24．1

3．身体のことを考えたことがない 9．4 69．0 20．5 4．5 82．3 11．6

4．気になることはあるが、自分の身体は大切にしたい 82．7 4．4 11．9 92．6 2．0 4．2
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表15　あなたは自分の性（男性は男であること、女性は女であること）をどのように思いますか。

男性 女性

1．自分の性で、よかったと思う 63．9 41．4

2．自分の性で、どちらかというとよかったと思う 15．0 32．7

3．自分の性で、どちらかというとよかったと思わない 2．9 9．6

4．自分の性で、よかったと思わない 1．8 3．5

5．わからない・ 15．2 11．9

合計 98．7 99．1

表16　あなたぱ自分がく男である・女である＞ことをよかったと思うあるいはいやだと思うのはどのような場合ですか

表16－1　性別をくよかった＞と思う場合（複数回答％）

男性 女性

1．家庭の中で優遇される 4．8 13．6

2．教育の場で優遇される 2．9 9．0

3．社会（しきたりや慣習）で優遇される 10．6 12．0

4．雇用や職場において優遇される 19．2 3．4

5．能力が優れている 13．9 3．8

6．体力・パワーがある 56．9 1．6

7．行動力がある 27．4 6．3

8．養う力がある 15．6 5．3

9．差別された立場や弱者の視点で考えられる 8．1 18．8

10．家族から期待をかけられている 8．1 2．5

11，＜男らしさ＞またはく女らしさ＞を備えている 24．2 26．0

12．（女は）妊娠・出産できるから 1．0 44．8

13．（男は）妊娠・出産できない（しなくてすむ） 39．2 0．4

14．理屈抜きによい 39．4 29．0

15．その他 6．0 8．3

合計 277．3 184．9

表16－2　性別をくいやだ＞と思う場合（複数回答％）

男性 女性

1．家庭の中で差別される 3．9 10．3

2．教育の場で差別される 4．7 7．5

3．社会（しきたりや慣習）で差別される 6．8 35．6

4．雇用や職場において差別される 3．9 44．0

5．能力がない 2．7 5．7

6．体力・パワーがない 3．2 33．0

7．行動力がない 1．8 6．4

8．養う力がない 1．8 8．3

9．同性の考え方や行動パターンがいやに思う 10．0 27．9

10．家族の期待に応えなくてはいけない 15．5 3．5

11．＜男らしさ＞またはく女らしさ＞を要求される 16．1 24．0

12．（女は）妊娠・出産できるから 2．7 12．8

13．（男は）妊娠・出産できない 2．9 1．4

14理屈抜きにいやだ 4．5 2．2

その他 3．7 3．8

合計 、84．2 226．5

男性 女性F
そう思う そうは思わ

　　ない

どちらとも

言えない

そう思う そうは思わ　どちらとも

　　ない　　言えない

1．自分が好き 42．3 21．1 35．5 43．8 17．4　　　38．0

2．自分には魅力がある 19．7 40．0 39．2 19．6 40．6　　　38．9

3．自分には能力がある 30．6 30．6 37．3 22．0 38．3　　　38。6

4．自分は平均的である 38．4 34．7 25．3 51．1 21．9　　　25．7

5．自分はとりえのない人間だ 17．1 60．2 21．6 19．6 55．0　　　24．4

6．自分は運が悪い 23．5 45．5 29．8 18．2 51．4　　　29．6

表17　あなたは現在の自分をどのように思っていますか（％）
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男性 女性

1結構するつもりの相手がいるので、いずれ結婚したい 10．3 11．8

2．現在相手はいないが、ある程度の年齢なでには結婚した 31．0 39．8

3．理想的な相手がいれば結婚したい 46．1 38．2

4．結婚はしたくないが、パートナーとなる人が欲しい 6．5 6．7

5．一生結婚するつもりはないし、パートナーもいらない 2．3 0．3・

6．非該当て現在、結婚している） 0．3 0．1

合計 96．5 96．9

　　　　　　　　　　　　　　　　宮原他：若年者の性についての意識と行動に関する研究

表18　あなたの結婚に関するお考えは、次のどれに当てはまりますか（％）

男性 女性

20歳まで 7．8 8．1

21～25歳 46．5 48．3

26～30歳 43．0 41．7

31～35歳 1．6 0．8

36～40歳 0．4 0．0

40歳以上 0．0 0．0

無回答 0．8 1．0

合計 100．0 100．0

表19　結婚したい年齢（表18の1と2に○をつけた男性256人・女性484人が％ベース）

男性 女性

そう思う そうは思わ

　　ない

どちらとも

言えない

そう思う そうは思わ

　　ない

どちらとも

言えない

1．子どもは、自分の生命を伝える存在として大切である 58．1 23．4 16．8 61．1 17．7 20．0

2．子どもは界の、社会の次世代の担い手として大切である 69．7 14．2 14．2 70．5 10．4 17．9

3．子どもは人々にうるおいや活気を与える存在である 70．3 12．6 15．3 83．0 4．8 10．9

4．私は、自分の子はかわいいと思う（思うだろう） 79．8 4．5 98．2 89．3 3．5 6．1

5．私は、子どもが好きである 56．9 13．7 27．6 66．0 11．8 21．1

6．女性は結婚しなくても、充実した人生を送ることができる 41．5 19．4 37．3 54．7 13．3 30．9

71男性は結婚しなくても、充実した人生を送ることができる 40．2 26．0 32．1 52．7 14．6 30．7
8．結婚することによって、より充実した人生を送ることができる、『 56．6 13．9 27．6 53．4 11．9 33．2

9．子どもなしでも充実した結婚 452 18．9 34．0、 56．5 1t4 30．6

10子育てにはおもしろいことや発見がある 76．9 3．5 17．6 91．5 1．8 5．5

11．子どもを生み育ててこそ、人として一人前である 30．3 41．9 26．0 22．8 47．1 28．8

12．子育によって、親は犠牲にするものが多くある 48．4 26．5 23．1 46．5 25．7 26．3

13男性は家事や育児を分担するべきである 65．8 9．0 23．2 82．9 3．5 12．2

14．男性は働き、女性は家庭を守るのがよい。 17．9 54．5 25．8 8．O 67．7 23．1

15．女性は家庭生活に影響しない程度に仕事を大切にするのがよい 48．5 16．6 32．7 50．5 19．9 28．4

16．男性は仕事に影響しない程度に家庭生活を大切にするのがよい 53．7 16．5 27．9 51．7 22．5 24．5

表20　あなたのく結婚観・子ども観・家族観＞などについて伺います

　　　　、ノ
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